
2  舎内繋留乳牛の生態および生理  

機能に関する検討  

適当者 達 畑   英  箭 壌 治 郎  

二■・近東、多頭教飼育の普及にとも・なって、部下三多摩地域にお＼こでもこ1戸当りの飼巻頭数は58  

年の50頭からd O年のい頭と大幅に増加し七いる。このような多頭爾普把おいてlも立地粂件、  

あるいは労働力の面から乳牛を舎外托出すことなく、年間を通じて舎内に繋留しつゞける管理形態  

年多くと〉られてたまたま昭和4－・‘0年実施した「ジl主ツー機飛行音の乳牛の泌乳鹿力Kおよほす影秤  

調査」において、舎内繋留乳牛の生態おょび心拍数の’変動をつよさに観褒したあで、今后の飼養改二・  

替の資料とするため、∴本年度調香結果に若干ゐ分析をこゝろみたので朝儀する。  

Ⅰ 合内繋留乳牛の生態   

1．調査の方法  

（1） 調査対象牛  

表1試鹸 牛  

区分一筋   年 令  軟  分娩后の 鮮過日教   1自重乳愚   ■■罰■■■■■E■   

8  

†  5年．5ケ月   2   15 5日   20＿Okg   媚韓牛41．A4分娩  

2 5て ．5   2   114   2 td  

群  5  5㌻  4   2   8 4   1父8  

4  5：  9   4   d 占   1賃8  

5 7 ．4   4   14 4   1鼠8  
b  占  7  ．0   15 4   18．D  

帯  7  5  ．さ   5   15 D   2‘L占   ．姪娠牛4t4・5分娩  
8 5 ．る   2   d 5   1ム0  

（2） 調査期間  

昭和川C年9月15日－41年1月1る日†8週間  

（5）二 調査対象牛の管理   

詳細叱「東京都普産試験場：試験研究報告：昭和＝年1D月、P17」に掲載してある   

が、牛群を4茄づつの2許にわけ、爆音地点と非爆音地点の2個所に建設した同一輯遜牛舎   

托収容し、‘・週間を1期として2回それぞれ反転移動しそれぞれゐ期をⅠ瑚、Ⅱ拗、Ⅲ期と   

した。乳牛管癒着も胡査開始時より終了毎まで同一托するため、牛の感動把伴って移動させ、  
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ー・般管理の方法、日奄も両者全く同一に行なった。すなわち、動物管理時間は毎日7時50   

分より1d時d5分までとし、飼料給与は8時およぴ15時50分の2回行机、。搾乳は飼   

料給与後ミルカーを使用し直ち把行なった、移動時のほか乳牛牲終日スタンチオンで、舎内  

に繋留した。   

何） 生態の観察   

生熟ま遥＝回24時間把わたり、各年忙ついて5彿毎の時点で連続横浜し、各年申蛮勢・   

（立位、臥位）、および状熊（休息・反・採食・排衆尿）を記録した．  

餞察成績   

ある観察時点から連続した次の翻察時点まで、向⊥の垂努またほ状態をとっている場合、こ  

れを一国と算え、一定の時間の間忙何回その姿勢、状儲世一云■っていたかを単に同数」という  

呼称で集計し、又一定の時間の間、連続、不連続にかゝわらず、同一姿勢、状態をいく時点硬  

察したかを延観察同数」という呼称で集計すると次のようになる。  

川  姿勢の分析  

イ 日間立位回数および立位延観察回教の推移  

8頭平均の日間立位回教および延観察回数の推移lま図1のとおりである。  

園1 平均日間立位回数および立位  ＿日間立位回数・  
延摺察回数の椎移  ‥・〝 〝廷観雰回教  

一ノ′ニ／へ′」  
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回
数
 
 

Ⅲ 期   

個々の牛Kついてみると、専政・発情など把よって変動がみられたが、8頭の平均値で  

は、全調査期間をとおして立位回教ほ増加し、立位延親祭同数は減少しでいる。これは、  
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おそらくこの間に日出、日入時間の変化で、日照時間に最大、2時間58舟もの差がある   

ことによ．卑ものキ考えられる。すなわち、夜間は臥位の姿勢がより多くみられるので、夜  

子聞か長くなる．こと忙よって立位延鶴舞回教が減少し、又夜間における体位変更等のため立  

上◆1仕向顔が増加し、・とれらが日間の数値を大きく左右しているものと考えられるnつぎに日  

・∴問包簡、採食のため軋継続して立位となった時点より、夕方採食後継続して臥位となった   

時点までを昼間、それ以外の時間を夜間にわけ、昼間の立位回教および立位観察同数せ図  

：’示すると次のとおり托なる。  

図2 平均昼間立位回数鱒よび      一 
立位延焼察回教  
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■∴／周′巨およぴ2より、前述のとおり、日間立位回数け啓開の立位岡野に大きく左右ぎれて   

おり、また立位延朝察回秒も殆んどが昼間が占めていることがわかる。なお塵々の例にお   

いては昼間に全く臥位の姿勢をとらなかったものが5例あったが、これらは内股部皮牧炎  

尾珊裂傷海ゐ故障および発病陀よるものであった。  

ロ 昼間。夜間における群坑立位・臥位観察回数の変動  

ご1一回わ立位・二および臥位の姿勢がどの箱庭継続したかを、延駅察回数でしめしたものが  

表2であ‘る。   

前述のとおり、立位回数は乳牛の事故・生理的東件あるいは外部刺戟把より多少左右され  

また、個体紅より変動があるが、一日の立位回数が夜間の立位同数把大きく左右されること  

は明らかである¢夜間の乳牛の臥位から立位への姿勢の変更は排糞。排尿・体位変更その他  

飲水・採食恐怖等のためにおこるもので、最も多いのほ桝莱であり、その他の行動ほ多くほ  

排糞把附隠して処理されるようであった。また立位あるいほ臥任継続時問についてみると、  
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黄2 昼間・夜間における立位、臥位延絹察回教の変動  

回数  
観察回数  ーー回の延観察    観察回教  ‾貫多  葦夢  平均  S．D   x多  ：隈少  平均   8．D   

Ⅰ期   241  50    ‘．d  5．ロ   14d  152    さ72  2d．8  

立  
Ⅱ〟   258  2d    5．8  4．8   21．8  

位  2d5  22  ロ  5．1  五9   2D．2  

期平均 合）  （7‘4）  50  口  5．8  4．d  （449）  152  ロ  54．4  25．1  
く二亭t  

99  52    1t O  Z7  

58占  59    198  11．0   9‘  29  2  11．8  ＆5  

Ⅰ期  290  d5  ロ  1鼠‘  11〔】  515  占9    19 8  11．1  11†  4d    11．8  8．9  

Ⅱ〝      口           l  

立位のそれは試験期の進行とともに昼・夜間とも減少し、臥位の継死時間は逆の結果をしめ  

している。この原因については、寄食に対する馴れ、気温。日照時間等忙よるものと思われ  

るが、明らか托できなかった。  

これらの結果から日間乳牛は起立。横臥の動作を平均1ム8回（内夜間10．d同）おこな  

い、日間45，1％～50．4％は立位の状態にあることがわかった。また1担lの立位における  

延静靡回教は昼間ほさ4．4±25．1同夜閉は5．8±4二J同で、臥位は昼間は115±27回、  

夜間ほ1負8±11．8同となっている。  

（2） 姿勢と 状態  

1） 姿勢別状熊  

田間の姿勢別状態および立位・臥位托おける昼・夜間別状態を延観察回数でしめしたも  
のが表さ～4である。  

表5 日間姿勢別状懲  

臥  位  

鱒 息  採 食  反 題  休息  採 食  反  窃  

同数  比率  回教  比率  回教  比率  回数  比率  回数  比率  回教  比率   

Ⅰ期  2742  1免8  さ225  2五5  1D40  ヱ5  45d7  51＿d  174  15  2278  1d．5   

Ⅱ〝  2dlD  1臥9  5124  22．d  8d8  ＆5  d580  55．1  251  1．8  2591  115   

Ⅲ〝  25‘2  1エ1  5179  2ま0  744  5．4  4dOl  5ま5  19d  1．4  27J12  1R8   

全期平均 （計）  （7714）  18．d  （952d）  2五0  （2‘52）  ＆4  15548）  52．7  （d21）  1．5  （7411）  1ス8  



〔注〕   

（1）回教ほ各姿勢、状態における総延観察園数   

（2）此峯ほ各期における状態別の回数を合計したのを100とした比率  

表4 姿勢および昼夜間別状態  

夜  間  昼  間  

採 食  反  休 息  採 食  反  

休 息                      回教  比率  回教  比一  回教  比乗  回教  比率  回数  比率  回教  比率   

立  
d98   

‘57   

10．8   

史占   
5dl   

47d   

5．1   

ス2   

5鎚   

594   1975   

Z2  28d4   2鼠2  
dO．9  554   

40．1  474   

7d  

ス2  

位   dO4   9‘   590   ム2   580   ‘．0   1758  28．0  2789   胡・タ  5‘4  5．8  

期平′ （書十）  （1959）   免7  （1ぬ7）  ム2  （1288）  ム4  ≧775）  290  （8299）  41．8  1574）   ＆9  

Ⅰ期   さ5J10   51．9   129   1，9  2058  50，2  829  12．1   45   0．7  22D  5．2  ‾   
251  5，4  面   5781   52．4   1‘D   2．2  2140  2Rd   799  11．1   91   

〝   エ占75   48．7   115   15  2455  52．さ  92d  12．5   81   1．1  さ07   4．1  

期平′ （計）  1099占）  1．0  （778）   乙d   

I   

（注）  

川 回教ほそれぞれの状態の総延観察回数  

（2）比率は各期匿おける昼夜別状悸別図教せ合計したものを100とした比率   

また状態を粗飼料採食・反軍にわけで立位・臥位および昼夜間別の継繹阿緻ろ丁まとめたも   

のが表5である。   

衆5 昼・夜間、姿勢、および状態別継摂回教  

立  位  
ヨ  ル  ヒ  ル  

観察同数   一回¢延観察同数  顧察回教  
最長  穀短  平均   

521   14   2．55   1251   51   5．d4   

5‘1   10   
5・55   

47（i   1d   2，88  

一桓lの顧：  口数  最高  最鰻  渾均         粗飼料 採食      l        ロ    反 軍      口  ；      l        臥          位    ヨ       ノレ     ヒ       ル   l－・例の延儲悸眼帽     観察回数       観察回教  ＿慶長  最短  平均   ●長  殿一短  平均  粗飼料 採食  255  10  口  1．54  118  15  口  1．85  反 怒  11401  15  口  4．75  24（】  皿  ロ  5．24  



この表からみると昼間把おける休息ほ、立位の姿勢で多くみられ、昼間休息時間のd9・％  

を占めていた。しかも、全試験牛とも同じ債向を－しあしていた。しかし、反 については、  

昼間反 時間の平均d5％が立位でおこなおれ七いたが、これは休息とことなり、1例は遭  

の結果をしめし、個体間忙バラツキがみられた。この原因は、昼間匿おける立位あろいは臥   

‾位の優時間による相違もあ畠が．むしろ∴こ昼間にお＼、て存在するあらゆる外部刺戟、それ忙  

たいする乳牛個体の反応差に基因するのセはなかろうか。採食は勿論立位でおこなわれ、臥  

億では殆んどみられなかった。  

夜間に担ノ、て一号反窮。休息主宰老年学れ84％・85％が臥伽姿勢でおこなおれヾ・し  

・か・も全試験牛が同一・の大差ない傾向をLやしていた。なお、立位kぉける鯛は前夜半、  

および明方に多くみられ、其夜においては殆んどみられなかった∴喜た夜蘭狂おける採食も、  

反軍と同様k前夜ヰぉよび明方忙多くみられた云   

つぎに、ちれらの状態の継続回数托ついてみると、採食は昼間把おける立位常多いのは当   

：琴であるが、夜間立位においても比較的長時間の記録をしめしているょこれは前述の前夜半   

≡にかなり採食がみられるということゝ、この場合蘇与し長？b甥乾草であり、その品質によ  

っては一度採食後、またかなりの時間を楓持してから採食するという状況がみられたこと推   

量関している、、  

反凝の稚横国教は畢。夜間ともに臥位における■平埠値が高くなっているぐ昼間臥位におけ  

る平均・嘩観察園数5・2チ臥おなじく立位における2・88回という点を考えるとやはり  

‘本来は昼間においても臥位で反恕がおこなわれるのが自然であり、前述の昼間反 時間の平  

均る5％が立位でおこなわれていたことは、何等かの外部剣戟把左右された鮭果でほないか  

と考えられる。   

〔まとめ〕  

乳牛カ；環堵になれ易い動物であるといわれるが、我々の観察でも非常に規則正しい生活行動をく  

りかえしているようた見受けられた。   

しかし、なおよく注意‘L七みれは、日照時間。気温等の気象条件、日々の外部刺戟・動物の生理  

状態、あるいほ性質などにより重態に変動がみられる。したがって、舎内繋留乳牛の生定を一審に  

論ずることほ出来ないが、特別の例外を除いて平均的にその生態をみるとおよそ次のようになる。   



表d 日間平均1頭の姿勢および生態別延観察回数および割合  

平均延観察回教  採  息  

立位  10ス5   
昼  

臥位  24．‘   18．7   t5   

間  
小計  

回数 

割合      食し   休            回，．二■激  割 合  回 数  割 合         81．5  577  975  40．1  d95  95  ‘5．8            2．5  177  50．5  5．4  5d2  
立位  5D．9  1鼠8   8．5   75．2   15．5   15．0   8．9  1d．2  

夜  
臥位  80．2   2．8   24．8   7ム5   4ム1  8五8  

間  
′j、針  1ロ0．0   11．さ  1〔10．D   898  1t〕0．0  55．8   1ロ0．ロ   

立位  158．2   48＿ロ   ‘‘．2   95．9   55．占   5d．5  18．4  

合  
臥位  14R8   52．0   4．5   る．1   94．0   515   

計  
小計i288・0  100．0   7【）．5  10D．0  14ス‘  10D．0  占99   2‘．5  

上表の如く、平均侶でみれば、乳牛の生態は日間48％立位の姿勢をとり、採食・休息・反窃の  

割合ほ70・5・14スd。d免9の比率であり、さらに採食は95・9％が立位・休息および反軍は  

それぞれ‘5．7・75．7％が臥位でおこなわれているとととなろ。なお、この観察の際。邦楽・排   

尿同数も記録したが、日間排糞。排尿回教は、それぞか12，d±2．2回、Z8±2．2回であった。  

Ⅱ  舎内繋留牛の心拍数   

1 調査の方法  

詳抑は「東京都蔀産試験場：綿研究軍営：昭和41年10月、P17」な参照されたいが、  

前記生態観察を行なった乳牛な対照とし、18凋問にわたり（昭調川〔年9月15日～41年   

1月14日）、蒔確一回、午前11時から華日の午前9匪もまで、約2鱒珊l間喋の時点で5分間   

の心電図を記録し、各時点での平均1分間の心拍数を弊出して臼内および長時間の心拍数の変   

訊を検討した。なお17時およぴ9時♂〕桝定時は、飼料給与時把近く、採食中折′こともあった  

ので約50分瑚l促時をづらせ心電閣を記録したこともあった。   

2  調養成韓  

（1） 心拍数の 日 内変動  

怒面の都合で全事例を図示しえないので、参考までに代案的な2頭についての一回の測定  

例な図示すると図1のとおりである。  

心電図誘出時の乳牛の生董乳生態、気温、および湿度等が異るので直ち忙輪析出東ないが、  

－17－   



図1  

寧8  

7 0  

心 ‘0  

拍  
50 

教  

■丁  
誤り定時間   

測定時  
生  態   

9
立
位
汝
食
 
 
 

7
立
位
旋
息
 
 
 

5
臥
佳
祐
息
 
 

5
臥
位
㌧
外
息
 
 
 

イ
立
位
扶
息
 
 
 

2
5
臥
位
反
 
 
 

2
1
臥
位
休
息
 
 
 

1
9
立
位
反
 
 
 

1
7
臥
位
休
息
 
 
 

1
5
立
位
反
 
 

1
柑
立
位
休
息
 
 

時
 
 

1
1
立
位
反
 
 



おrよ姜次のよラな頼何がみられた。すなわち、心拍数は第1同の採食後正常にもどってから  

は、11－15時位までは多少の変動をみながらも比較的安定して推移し、17■時には採食  

？影響による高心拍を記眉し、以後前夜半は比較的高い心拍を記象しながらも優々把低下し、  

5～7時に患低心拍数を記録するという経過をとっているようである。なお個体により心拍  

数はかなり差があるもので、同⊥生態、同一一河j定時の心拍数を比較してみると衰1のとおり   

になる。  

表1同一生恕・測定時に三おける心拍数の個体差  

測定時 生態  測定 時間  低心拍群          高心拍群    ．佑4  ．佑5   ノ広丘  ノ拓8   ノ佑1  一応5  臥休 位息  5時  55．8  5d．5    l55．5  55．8    5ZO  58．7   15時  5‘．8  55．8    F5エロ  58．0  l n  占2．8  ‘乙8   
・また、生態の相違把よる心拍数の変動は、全般的には臥位休息・臥位反額・立位休息・立   

位反・立位採食の贋に高くなっていた。■   

（2） 心拍数の長期・変動，   

心拍数の長押変動は、乳牛が丑鮮帥安定しているとみられる5時の時点をとり検討をおこ   

なった。臥位休息・臥位反軍の坐舞における心拍数とその時の気訊・気温およびその凋の乳  

ノ仔1  侵を図2にしめした。  
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（2例および姫娠牛1例）なお、臥位休息・臥位反＝二時のぺ拍数の差は5％位で、反 時の  

方が高かりた。  

囲5．応 7 （妊娠牛）  
80  

78  

さ1  
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40  
心  ←分娩前・－・・・一一－－づ一分腕前  一一一一一朝ーーーー一 分娩前  
拍   2D4－1d2日  1占2－120日  
数  

12ロー78日  

1） 図2にみられるように、彪1号のごとく1℃で1d℃でも心拍数は変化がみられず、彪4   

号においても同様である。検討を加えた他の試験牛においても同じ傾向をしめし、この試験   

期間中把詑釣した程床の棄温、気混作おいては、心拍数に影智をあたえているとはみられな  

かった。また牛群を高心拍群4頭。低心拍群2頭にわけて5時・5時の削定睦における心拍  

数と気慌r29℃－15℃以下）との関係をみると表2のとお†，である。  

乗2 5時。5時におけろ気温と心酔断  

（立位。休息。立偉反 嘩）  

この表からみると、気温が低   

い時の方が心一拍数は少いよう‘て   

みられるが、との試験が9月中   

旬から1月中旬までおこなわれ   

た結果、偲気絶の判定例は試験   

期後半にかたより、その結果測  

竃褒棉把対する馴れか、あるい  

は札束の減少と関係があるので  

さ  時  5  時  
例 数  平均心拍数  例 数  平均心神数   

高心  2 5  5 8．5  

拍数   4 0  5 91   

低心  12  5（i．8  

数   19  5 5．9   2 0  5 5．9  

あって阿2でみたごとく気泡と  

の関係としてみるのは妥当でないものとおもわれる。そこで乳景との関係について検討を加   

えたので例示すると囲4のとおりである。   
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囲2あろいは上評！のメ首4号のカ・－ブからノ拡1・4号牛ほ乳僻および心拍数の浦安債斜はとも  

に魚であり、また脈8号牛は酪やかて、これらの試醐牛から乳景の匿衷が心拍数に形特をあ   

たえているかのごとくみられた．〕しかし、他の5頭陀ついてはこのような傾向はみちれなか  

った。心拍数の変鰍ま、生軍約。栄華的零酎忙よるところが多く、また測定時の安静状鮮に   

より敏感に変動し易いといわれるので、更に精解な測定によろ検討を要するものと思われる。  

2）粁蟹牛の1例について夙5にしめしたが、娠娠牛はいづれも心殉革の増加がみられた。試   

験莫明りの平均心拍数をしめすと、表5のとおりてある。   

棄5 試験期別平均心拍数（測定時5・00）  

▲∫■彗■  試 験1 
期   試 験 2 期   試 験 5 期  

亭，．                2D4 日′－1d2日   1（～2日′－120日   120Eト〉78日   

ノ紺2   古 史5   7 4．5   7 5．5   

一佑7   占 5．1   7 0．0   7 td  

－21－・   



従来の帝告をみると分娩前5ケ月頃からの心拍数の増加を報じているが、この成績では分   

娩前5ケ月前後よりすでに増加かみられた。  

ま と め   

（1）心細数の日内変動は朝食の影響のため9時に高く11時にはすでに正常にもどり、以後15  

時位までは多少の変動をみながらも安定して推移し、17時には夕食の影響による高心拍数   

を記録し、以後前夜半は比軟的高い心拍を記録しながらも、夜間を通じて低下し、5～7時   

に最低心拍数を記録していた。  

（2）気愚・湿度と心拍数との関係についてlも この試験がおこなわれた時の気温。湿変では特   

別の関係ほ認められない。  

（5）心拍数の長期変動は15時および5時の2時点をと▲りあげて、その推移を検討したが、全   

般的には減少あるいはそれ把近い推移をしめしていた。   

（4）心拍数の減少が乳長の瀬退カーブと対応していると見られる5例があったが、全般的には、   

心拍数の狩少が乳最によるものか、気湿把よるものかは、この紳ではあきらかに出来なか  

った。   

（5）姐頓により、心拍数は分娩前5ケ月頃より増加するといわれているが、この試膠の2例で   

は、すくなくとも5ケ月前後より増加がみられた。  
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